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プライバシーに関するご注意！

プライバシー・肖像権について

カメラの設置利用につきましては、ご利用されるお客様
の責任で被写体のプライバシー（音声含む）、肖像権等
考慮のうえ行ってください。

＊「プライバシーとは私生活をみだりに公開されないと
いう法的保障ないし権利。また肖像権は他人から自
らの容ぼう、姿態を撮影されたり、公開されない権
利」と一般的にいわれております。



１．通常のご使用の場合、電源コードをコンセント（ＡＣ１００Ｖ）に差し込んでください
自動的にカメラが起動します。

２．お手持ちのパソコン、携帯電話からカメラへアクセスします。

３．カメラのアクセス手順は、この後のマニュアルに従って行ってください。

４．ご使用の前に必ず本書記載の注意事項をお読の上、確認後使用開始してください

ベーシック・防滴タイプ・ドームタイプ・ＭＩＮＩ，使用説明
（ＷＤＶ－Ｓ０３３／ＷＤＶ－Ｂ０９３／ＷＤＶ－Ｄ５９４／ＷＤＶ－Ｋ０８２／ＷＤＶ－Ｍ５４２）

装置名称

使用説明

レンズカバー

電源コード ＡＣ１００Ｖ

外部スピーカー
ジャック 内蔵スピーカーボリューム

ＷＤＶＢーＳＰ００５のみ

インジケータランプ
オレンジ・未接続
グリーン・接 続

！
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１．通常のご使用の場合、電源のあるところでは、コンセントに差し込んで使用して
ください。 バッテリー起動はあくまで補助として使用願います。（バッテリー駆動
時間はフル充電で４時間～５時間です。）

２．電源スイッチを上側にすると、カメラが起動します 同時にバッテリーの状態が
メーターで確認できます。（ＷＤＶＢ－ＳＰ００５はスピーカーも起動します）

バッテリー状態の目安！
通常は１２Ｖ～１３Ｖが良好な状態です。

メーターの位置が１０Ｖ前後であればすぐに充電してください。

メーターが８Ｖを下回りますとカラッポの状態です すぐに充電を開始して
ください。 充電時間はバッテリー状態にもよりますが 約３～１０時間です。

２．充電方法
電源コードを ＡＣ１００Ｖコンセントに差し込んでください。ボックスの電源はＯＦＦ
状態で充電を開始します。 充電が完了すると自動的に充電は終了いたします。
充電状況は、電源スイッチをＯＮにすると確認できます。（１２Ｖが目安です。）

バッテリータイプ（ＷＤＶB－０５４・ＷＤＶＢ－ＳＰ００５）使用説明

装置名称

使用説明

バッテリーインジケーター

電源コード ＡＣ１００Ｖ
ヒューズ（１Ａ） 内蔵スピーカーボリューム

ＷＤＶＢーＳＰ００５のみ

電源スイッチ
上側：電源 ＯＮ
下側：電源 ＯＦＦ

注意！
この装置の電源は小型シール鉛蓄電池を使用しています。保管する場合は１００％
充電された状態で保管してください。何もしなくても自己放電しますので時々は確認
して下さい。完全放電された電池は充電できません。

！
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その他使用上のご注意

本商品は日本国内仕様の認可機です。日本国内のみ設置、使用できます①水平でない場所や振動のはげしい場
所には設置しないでください。②直射日光やハロゲン光など高輝度の被写体など長時間写さないでください。撮像
素子が破損する原因となります。③レンズカバーの汚れは画質の悪くなる原因となります。定期的なお手入れが必
要です。④停電、落雷等、外部要因により生じたデーターの損失並びにその他直接、間接的の損害につきましては
当社は責任を負いかねますのでご了承ください⑤ネットワークカメラ、サーバーの設置、利用につきましては、ご利
用されるお客様の責任で被写体（音声含む）肖像権など考慮した上でおこなってください。⑥ボックス内機器の保障
期間につきましては、各メーカーとも出荷より１年間となっております、その期間を超えた修理、メンテナンス等は有
料となります、カスタマコンタクトセンターへお問い合わせください。⑦正しく設置、使用されなかった場合などの製
品の故障および事故について当社は責任を負えない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

２



ｼｽﾃﾑの概要

使用場所または各事業所にｶﾒﾗ(動画)を据え付け、拠点事業所のパソコンからリア

ルタイムで現場状況を把握できるようにしたシステムです。

使用場所設置のモバイルボックスには、モバイルルーターにより直接インター

ネットと接続されておりますので使用場所を選びません（データ通信の電波状況に

より接続不可あり）

映像情報は、貴社様のみならず要望があればユーザー様にも提供され、ユーザー

様も居ながらにして現場の状況を確認できます。

また、貴社様のパソコンでは、映像のみならず音声情報のやりとりが出来、映像

を確認しながら、現場にいる関係者とインタラクティブなコミュニケーションを行

うことが出来ます。

本社からPCで現場と打ち合わせ

FOMA回線
イーモバイル回線

ユーザー様からPCで状況確認

３

現場の状況を確認・指示



カメラボックス起動手順

■ＡＣコードのプラグを電源コンセントに確実に差し込んで下さい。

※ボックス前面のカメラ電源がオレンジ色からグリーン色に変れば

ボックス起動完了です。

※パソコンよりカメラへのアクセスは、約３０秒程度かかります

■ボックスの電源を切る場合は、電源プラグを引き抜いてください。

４

カメラアクセス操作手順

1．ﾊﾟｿｺﾝを起動します。

2．ﾊﾟｿｺﾝ画面の、下に示すｼｮｰﾄｶｯﾄをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、ﾌﾞﾗｳｻﾞ(※1)を
起動します。

(下に示すｱｲｺﾝは、Internet Explorer Ver6の場合です。)

※1 「ﾌﾞﾗｳｻﾞ」とは、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを閲覧するために

必要なｿﾌﾄｳｪｱで、原則としてﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社の

「Internet Explorer」を使用します。

３．ブラウザの「アドレス」欄に、お客様にお渡しの
接続設定情報のお客様専用アクセスURLを入力します。

例えば 「http://windefense.mydns.jp」のような記述となります
(文字、数値は全て半角)



４．URLｱﾄﾞﾚｽを入力すると、下に示すﾀﾞｲﾔﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。
この画面で、「ﾕｰｻﾞｰ名」と「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」を入力します。
半角小文字で入力します。

5．「ﾕｰｻﾞｰ名」と「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」を入力すると、ｶﾒﾗｼｽﾃﾑの画面が表示されます
次に[ｼﾝｸﾞﾙ]ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。

・「ﾕｰｻﾞｰ名」と「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ」が,管理者用とユーザー用で異なります。

５

６．カメラ画面が表示されます（画像が出るまでしばらく時間をようします
が、画像と音声が同時に入ります。これ以降のカメラの詳細な動きに
ついては 別紙Ａ３判 １４・１５を参照してください。



Windows XP Service Pack ２・３のセキュリティ警告画面
が表示された場合

動画表示および音声機能を使うには、
MPEG-4／MJPEGビューアープログラム（ActiveXコントロール）を
インストールする必要があります。
以下の手順に従ってインストールしてください。

１、タブ上の警告部分をクリックして、［ActiveXコントロールのインストール（C）...］をクリックする

MPEG-4の場合は、［ソフトウェアエンドユーザーライセンス契約書］画面が表示されます。
内容をよくご確認のうえ、［同意する］を選択して［OK］をクリックしてください。
表示されない場合は、Googleツールバーのポップアップブロックが有効になってますので、
ポップアップブロックを無効または許可にしてください。 ここをクリックする！

２、［インストールする（I）］をクリックする

６



製品仕様

７

■製品仕様

外観形状 防滴タイプ Ｈ：２００ミリ×W：２００ミリ×D：１５０ミリ

ベーシックタイプ Ｈ：３００ミリ×W：２００ミリ×D：１４０ミリ

本体重量 防滴タイプ ３３００グラム

ベーシックタイプ ２９００グラム

本体材質 HI耐衝撃性樹脂

・取手 強化プラスチック樹脂

・通風口部 IPXプラスチック製 ルバータイプ３６π

・座定部 エチレンプロピレンゴム

三脚寸法 本体設置時 三脚高 ２２０ミリ～５６０ミリ

三脚重量 ８００グラム ベーシックタイプは三脚無

本体電源 コンセントタイプAC100V ５０ｈ、６０ｈ併用

カメラ部 BBHCM511 ４インチ

３２万画素・ＣＣＤセンサー・逆行補正

ＭＰＥＧ－４＆ＪＰＥＧ方式

パン・チルトリモート操作

ルーター部 チャンネル数 ＩＥＥＥ８０２，１１ｎ：１３

周波数 ２，４ＧＨＺ帯

伝送速度 最大１５０Ｍｂｐｓ

伝送方式 直交波周波数数分割多重変調

スピーカー ＢＳＳＰ０４ＡＷＨ マルチメディアスピーカー

周波数 ２６０ＨＺ～１８００ＨＺ

動作環境 温度５～４０℃ 湿度２０～８０％

最大出力 ３W

本体保証期間 納品時から１年間

■ 故障かと？と思ったら
現象 考えられる原因 処置

アクセスできない データカード（ＦＯＭＡ／ＥＭ）の電波状況 お手持ちの携帯（ＦＯＭＡ）で電波受信状況

（インジケータランプが が不足してます。 を確認してください。アンテナが１本以上で

点灯・点滅） あれば、アクセスできます。

通信エリアは、通信会社のＨＰで確認でき

ます。

アクセスできない ダイナミックＤＮＳの接続にタイムラグが アクセス側の環境にもよりますが、光通信

（アクセスランプがグリーン） あります。 ケーブルとデータカード通信とではＤＤＮＳの

アクセスタイムが異なってきます。最大５分

程かかる場合があります。

パスワードがわからない 使用マニュアルに本体アクセスＵＲＬ お忘れの場合、カスタマーセンターに本体

ＩＤ，パスワードが記載されてます 番号をお知らせください。ユーザー様確認

厳重に管理してください。 のため折り返し☎いたします。

カメラからの音が聞こえない ・受話ボタンが ×になっている スピーカーの×をクリックすると音声可能と

・音量が最小になっている なります。

・ＰＣの音量がミュートか最小になっている

パソコンでしゃべっても ・音声操作ボタンが×になっている マイクのマークに×が付いていればクリック

カメラから音が出ない ・ＰＣのマイク入力がミュートになっている 送話可能となります。送話時は音声入力は

できません。

カメラの画質が悪い ・カメラ画面左のコントロールパネル内 解析度を画像優先にクリックする。

解析度が動き優先か普通となっている

レンズが破損した カメラドーム部に汚れがついた。 ドーム部を中性洗剤でふき取ってください

ドームの破損は交換（有償）となります

パソコンでアクセスしたら 初めてアクセスするＰＣはＡｃｔｉｖｅＸコント タブ上の警告部分をクリックしてライセンス

セキュリティ警告画面が表示 ロールをインストールする必要があります 契約書に 同意・ＯＫをクリックすればインス

された。 画像・音声分で２回行います。 トールでき画像・音声が現れます。



・システムの機能設定変更
・商品の故障・不具合
・接続・設定に関する問い合わせ
・追加子機の申込み
・その他お問い合わせ

アフターサービス・コールセンターについて

■ＷｉｎＤｅＶｉｅｗカスタマコンタクトセンター

電話：０５０－１６００－０８９３ ＦＡＸ０９２－６５１－２８８７

受付時間：１０時～１８時（土・日祝日除く）

保証に関するお願い

ボックス内、各機器に関しての保証書はボックス製品番号でカスタマコンタク
トセンターで厳重に管理保管しております 補償に関しましてセンターにボッ
クス製品番号をお伝え願えれば対応いたします。部位別機器に関しては１
年間、ボックス本体につきましても出荷後１年間の製品保証となります。保
証期間終了後は実費となります

製造物責任法に対する補償に対しましてはこの限りではありません。ボック
ス保証書に出荷日と製品番号が記載されているかご確認ください。

尚、メンテナンス及び保証修理に関しましての商品送料負担は、センド
バック方式とさせていただきます。

製造販売元 株式会社 ＷＩＮディフェンス
〒８１２－００５２

福岡市東区箱崎２丁目１８－１６ ℡０９２－９８６－０４４０ ｆａｘ０９２－９８６－０４４１
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メンテナンス価格表

１、カメラ初期設定：モバイル接続、ルーター接続含む
¥２０，０００

２、カメラ機能 遠隔操作設定

：基本設定 ネットワーク設定（ＩＰＶ４）プロシキ設定・ダイナミックＤＮＳ設定
カメラ映像配信・音声設定・日時設定

：ユーザー設定 管理者・一般ユーザー設定

：その他設定 画面表示・マルチ画面設定・公開時間設定変更・外部出力
アナログビデオ出力・インジケーター他、システム設定

＊各ジャンル毎、 １ヶ所 ¥２，０００

３、ＰＣでのカメラ画像間隔変更

静止画像、ＪＰＥＧ，ＭＰＥＧ－４（ポップアップブロックの解除等）
＊☎にての指導 １回 ¥３，０００

４、出張手数料 交通費実費プラス¥５，０００と上記作業が
プラスされます。

９
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